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18
万
７
千
円
追
加

幸
内
地
区
地
す
べ
り
防
止
区
域

点
検
調
査
業
務
委
託
経
費

１
０
０
万
円
追
加

蟠
渓
地
区
温
泉
管
移
設
そ
の
２
工
事

60
万
円
追
加

蟠
渓
地
区
温
泉
管
移
設
工
事

２

　

第
２
回
臨
時
会
は
、
４
月
８
日
に
開

催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
他
全
４
件
を
審
議
し
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　質
疑

　

令
和
２
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
で
あ
る
が
、
令
和
３
年
度
当
初
か

ら
予
算
化
し
な
か
っ
た
理
由
は
。

　答
弁

　

令
和
３
年
度
の
活
動
に
関
し
て
、
本

年
２
月
の
検
討
会
で
決
ま
っ
た
た
め
当

初
予
算
に
計
上
で
き
な
か
っ
た
。
令
和

３
年
度
で
は
、
４
月
か
ら
ハ
ウ
ス
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
に
取
り
か
か
り
た
い
。

　

集
団
接
種
の
問
診
に
従
事
す
る
保
健

師
の
配
置
や
ワ
ク
チ
ン
管
理
、
接
種
を

担
う
医
療
機
関
の
接
種
体
制
の
維
持
確

保
、
高
齢
者
等
の
被
接
種
者
の
集
団
接

種
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
確
保
等
に
要

す
る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

藤
盛　

元
氏
を
委
員
に
選
任
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
予
定
し
て
い
た
北
海
道
の
補

助
金
が
設
計
委
託
分
の
み
が
対
象
と
な

り
、
建
替
工
事
分
は
対
象
外
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
本
年
度
は
設
計
の
み
行
い
、

工
事
を
次
年
度
以
降
に
実
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　質
疑

　

こ
れ
ま
で
北
海
道
が
行
っ
て
い
た
業

務
の
一
部
を
本
町
が
受
託
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
受
託
す
る
業
務
の
具
体
的
内

容
に
つ
い
て
、
ま
た
、
現
状
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
。

　答
弁

　

長
流
川
の
南
側
の
幸
内
地
区
で
、
平

成
15
年
か
ら
28
年
に
か
け
て
、
北
海
道

が
地
す
べ
り
対
策
工
事
を
行
い
、
平
成

29
年
か
ら
４
年
間
、
現
地
の
経
過
観
察
、

維
持
管
理
を
行
っ
て
い
た
が
、
対
象
区

域
で
の
変
異
が
な
い
と
の
判
断
か
ら
、

道
の
要
領
の
規
定
に
よ
り
、
本
町
に
維

持
管
理
業
務
の
一
部
が
移
管
さ
れ
た
。

業
務
内
容
は
、
年
２
回
、
春
と
秋
に
現

地
の
状
況
を
目
視
に
よ
り
点
検
、
確
認

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　質
疑

　

提
案
理
由
説
明
で
は
、
施
工
の
際
に

配
管
等
が
予
定
し
て
い
た
形
状
と
違
い
、

定例会のあらまし
令
和
３
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
17
日
か
ら
18
日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
政
を
質
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
の
ほ
か
、
議
案
12
件
、
意
見
案
１
件
を
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
壮
瞥
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

２
，１
４
３
万
３
千
円
追
加

令
和
３
年
度
壮
瞥
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）に
つ
い
て

１
，０
５
１
万
６
千
円
減
額

60
万
３
千
円
追
加

38
億
７
，３
０
０
万
円

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

壮
瞥
町
農
業
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進

協
議
会
補
助
金

２
，９
０
０
万
円
減
額

38
億
７
，５
４
４
万
７
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額

補
正
後
の
予
算
総
額

仲
洞
爺
野
営
場
公
衆
便
所
建
替
工
事

７
２
３
万
円
追
加

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

衛
生
対
策
費

第
２
回
定
例
会

第
２
回
定
例
会

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

第２回定例会の様子

ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
の
体
制
と
交
通
手
段
を
確
保
!!



除
雪
機
械
等
購
入
費

７
１
５
万
円
追
加

設
計
変
更
が
必
要
に
な
っ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
配
管
の
形
状
が
違
っ
て
い
た
理

由
は
何
か
。

　答
弁

　

今
回
の
工
事
は
、
国
道
４
５
３
号
の

下
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
温
泉
管
を
移
設

す
る
も
の
で
、
平
成
４
年
に
実
施
し
た

配
管
敷
設
工
事
の
際
に
作
成
し
た
配
管

図
を
元
に
工
事
設
計
を
行
っ
た
。

　

マ
ン
ホ
ー
ル
の
位
置
や
深
さ
な
ど
地

上
か
ら
確
認
で
き
る
部
分
は
元
の
図
面

ど
お
り
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で

設
計
し
た
が
、
工
事
に
着
手
し
た
と
こ

ろ
地
下
の
配
管
が
図
面
と
異
な
っ
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

図
面
と
異
な
っ
た
原
因
は
不
明
だ
が
、

平
成
４
年
当
時
と
道
路
の
形
状
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
原
因
と
し
て
考

え
ら
れ
る
。

55
万
円
追
加

蟠
渓
組
合
泉
源
ポ
ン
プ
等
入
替
工
事

　質
疑

　

ポ
ン
プ
能
力
の
低
下
に
よ
り
自
噴
し

た
熱
湯
が
周
辺
に
悪
影
響
を
与
え
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
悪
影

響
な
の
か
。
ま
た
、
ポ
ン
プ
入
替
に
よ

る
改
善
の
具
体
的
内
容
は
。

　答
弁

　

能
力
低
下
に
よ
り
ポ
ン
プ
が
汲
め
る

量
が
減
っ
て
い
る
た
め
、
自
噴
す
る
泉

源
か
ら
溢
れ
出
る
温
泉
量
が
多
く
な
り
、

泉
源
を
囲
う
木
枠
が
湯
気
と
熱
で
腐
っ

て
と
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
湯
気
が

更
に
広
が
り
や
す
く
な
り
、
周
辺
の
住

民
か
ら
苦
情
が
あ
っ
た
。
ポ
ン
プ
の
入

れ
替
え
と
木
枠
の
修
繕
に
よ
り
自
噴
量

や
湯
気
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　質
疑

　

委
託
業
者
所
有
の
凍
結
防
止
剤
散
布

機
が
老
朽
化
に
よ
り
使
用
で
き
な
く
な

っ
た
た
め
、
町
が
車
載
式
小
型
凍
結
防

止
剤
散
布
機
を
購
入
し
て
委
託
業
者
に

貸
与
し
砂
ま
き
業
務
を
継
続
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
業
務
委
託
費

も
軽
減
さ
れ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、

ど
の
程
度
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
な
る
の

か
。

　答
弁

　

委
託
業
務
の
設
計
金
額
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
は
機
械
損
料
を
経
費
と
し
て

算
定
し
て
い
た
が
、
町
が
散
布
機
を
貸

与
す
る
方
式
に
す
る
と
年
間
50
万
円
程

度
の
経
費
節
減
に
な
る
も
の
と
試
算
し

て
い
る
。

　
　
意　

見　

書

・
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化

　

に
向
け
た
施
策
の
充
実
・
強
化
を

　

求
め
る
意
見
書

　

１
件
の
意
見
書
を
採
択
し
ま
し
た
。

３

令和３年２月から令和３年５月まで

（　）内は予定価格

工事発注状況

・仲洞爺団地外構整備工事
12,320,000円(12,683,000円)

 道栄建設㈱

・壮瞥中学校校長公宅環境整備工
1,298,000円(1,298,000円)

壮建興業㈱

・町道昭和新山線道路補修工
1,254,000円(1,287,000円)

壮建興業㈱

・町道昭和新山線道路補修工（標識工）
1,166,000円(1,188,000円)

壮建興業㈱

・蟠渓地区温泉管移設工事
20,614,000円(21,701,900円)

㈲堀口水道

・仲洞爺野営場管理棟整備工事
13,530,000円(13,805,000円)

㈱中山工務店

・町道昭和新山線道路補修工その２
2,244,000円(2,255,000円)

壮建興業㈱

・国道４５３号水道施設移設工事
21,670,000円(22,572,000円)

㈲堀口水道

・蟠渓地区温泉管移設その２工事
2,475,000円(2,534,400円)

㈲堀口水道

・水道メーター器取替工事
1,584,000円(1,639,000円)

増井電機商会

・仲洞爺処理施設回分槽水位計改修工事
2,541,000円(2,706,000円)

水ingエンジニアリング㈱北海道支店

・町道関内蟠渓線仮設信号機等設置工
2,266,000円(2,354,000円)

壮建興業㈱

・町道道路照明灯具取替工事
1,870,000円(1,925,000円)

㈱堀口電気商会

・街路灯具取替工事
1,991,000円(2,024,000円)

㈱堀口電気商会

・森と木の里センター天体ドーム修繕工
1,551,000円(1,595,000円)

㈱中山工務店

令和３年　第２回

壮瞥小学校　交通安全教室



４

問 ＆ Ａ質 Ｑ

ＱＡ

壮瞥小学校　入学式

効
率
的
な
整
備
を
基
本
に

全
体
の
配
置
を

【
町
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
と
久
保
内
小
の
休
校
措
置
】

【
町
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
と
久
保
内
小
の
休
校
措
置
】

　
●
中
学
校
校
舎

　
　
　
　
建
築
計
画
は
●

議
員

　

教
育
委
員
会
は
３
月
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
「
町
学
校
施
設
長
寿
命

化
計
画
」
を
公
表
し
た
が
、
こ
の
計

画
策
定
の
経
緯
と
目
的
は
。

町
長

　

平
成
27
年
３
月
、
文
部
科
学
省
か

ら
32
年
度
ま
で
に
策
定
指
示
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
過
程
を
踏
ま
え
、

児
童
生
徒
の
望
ま
し
い
教
育
環
境
整

備
に
つ
い
て
策
定
公
表
し
た
。

生
涯
学
習
課
長

　

中
学
校
統
合
後
に
学
校
施
設
建
設

に
対
す
る
補
助
事
業
採
択
の
前
提
条

件
と
し
て
、
学
校
施
設
長
寿
命
化
計

画
の
策
定
が
必
須
条
件
で
、
こ
れ
ま

で
の
町
長
部
局
で
の
検
討
過
程
を
踏

ま
え
、
そ
の
主
旨
を
事
務
局
で
ま
と

め
策
定
公
表
し
た
。

議
員

　

統
合
６
年
以
内
の
建
設
は
有
利
な

財
源
措
置
が
あ
る
と
聞
く
が
そ
の
内

容
は
。

町
長

　

学
校
統
合
に
よ
る
新
増
築
活
用
は

６
年
程
度
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と

検
討
事
項
を
説
明
「
や
む
を
得
な
い

理
由
の
対
象
」
と
の
回
答
が
あ
り
、

現
在
整
備
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

生
涯
学
習
課
長

　

道
教
育
委
員
会
を
通
し
て
協
議
し
、

①
有
珠
山
の
火
山
活
動
に
か
か
る
防

災
マ
ッ
プ
に
依
拠
し
た
安
全
で
安
心

な
教
育
環
境
づ
く
り
と
避
難
所
活
用

の
調
整
を
は
じ
め
、
児
童
数
激
減
に

よ
る
小
学
校
の
あ
り
方
。

②
財
政
運
営
の
取
り
組
み
の
現
状
と

そ
の
努
力
に
よ
る
収
支
改
善
等
で
あ

る
。

議
員

　

や
む
を
得
な
い
理
由
が

認
め
ら
れ
、
現
在
整
備
に

向
け
て
の
検
討
内
容
と
事

業
計
画
策
定
は
い
つ
ま
で

に
。

生
涯
学
習
課
長

　

第
２
期
定
住
促
進
・
公
共
施
設
有

効
活
用
計
画
に
基
づ
き
、
町
の
将
来

を
見
据
え
て
、
効
率
的
な
整
備
を
基

本
に
校
舎
・
体
育
館
等
、
整
備
全
般

の
配
置
に
つ
い
て
検
討
、
年
度
内
を

目
途
に
進
め
て
い
る
。

　
●
久
保
内
小
学
校
の

　
　
　
　
休
校
措
置
は
●

議
員

　

久
保
内
小
学
校
は
休
校
措
置
と
し

て
３
年
目
を
迎
え
て
い
る
が
、
こ
の

休
校
措
置
は
い
つ
ま
で
と
考
え
、
再

開
の
場
合
の
条
件
は
。

町
長

　

児
童
数
が
激
減
、
保
護
者
・
地
域

と
慎
重
に
検
討
を
重
ね
、
理
解
を
得

て
休
校
措
置
と
し
た
。

　

現
在
５
名
の
通
学
者
が
３
年
後
に

は
12
名
と
推
計
し
て
い
る
。

　

新
た
な
企
業
立
地
に
よ
る
児
童
数

の
推
移
を
見
据
え
、
保
護
者
・
地
域

の
意
向
等
、
十
分
に
認
識
し
判
断
し

た
い
。

議
員

　

道
内
の
休
校
措
置
校
数
、
小
・
中

学
校
各
１
校
の
市
町
村
数
、
休
校
措

置
後
の
再
開
の
状
況
は
。

生
涯
学
習
課
長

　

休
校
措
置
は
小
学
校
６
校
、
中
学

４
校
の
全
体
で
10
校
。

　

小
・
中
各
１
校
は
２
市
37
町
８
村

の
全
体
で
47
市
町
村
。

　

休
校
措
置
か
ら
の
再
開
は
、
中
学

校
２
校
で
、
再
開
後
１
校
は
再
度
休

校
し
て
い
る
。

佐藤　　忞

中
学
校
建
設
の
取
り
組
み
状
況
は

中
学
校
建
設
の
取
り
組
み
状
況
は



ＱＡ

５

い っ ぱ ん

壮瞥高校生による花壇整備

今
後
の
接
種
見
通
し
は

今
後
の
接
種
見
通
し
は

11
月
ま
で
に
す
べ
て
の

希
望
者
へ
の
接
種
を
終
え
る

【
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
】

【
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
】

議
員

　
高
齢
者
へ
の
接
種
状
況
と
副
反
応

の
実
態
は
。

町
長

　

第
１
日
程
で
は
高
齢
対
象
者
４
２

９
人
が
１
回
目
の
接
種
を
終
え
、
２

回
目
も
６
月
半
ば
ま
で
に
完
了
す
る
。

副
反
応
は
、
頭
痛
や
筋
肉
痛
な
ど
、

比
較
的
軽
度
で
治
ま
っ
て
い
る
。

議
員

　
高
齢
者
の
接
種
率
と
、
後
日
に
接

種
希
望
者
が
出
た
場
合
の
対
応
は
。

住
民
福
祉
課
長

　

第
２
日
程
後
の
接
種
率
を
87
．
８

％
と
見
込
ん
で
い
る
。
後
日
、
接
種

希
望
者
が
出
た
場
合
、
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
予
防
接
種
期
間
が
令
和
４
年
２

月
28
日
ま
で
な
の
で
、
希
望
者
の
意

向
、
接
種
日
程
調
整
な
ど
、
き
め
細

か
く
対
応
す
る
。

議
員

　
ワ
ク
チ
ン
管
理
上
の
課
題
と
、
ワ

ク
チ
ン
の
確
保
の
見
通
し
は
。

町
長

　

ワ
ク
チ
ン
は
そ
う
べ
つ
温
泉
病
院

の
超
低
温
冷
凍
庫
で
保
管
さ
れ
て
お

り
、
管
理
上
の
課
題
は
報
告
さ
れ
て

い
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
確
保
の
見
通
し

は
、
需
要
希
望
に
沿
っ
て
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
の
ワ
ク
チ
ン
が
配
分
さ
れ

る
。

議
員

　
接
種
形
態
と
接
種
会
場
の
課
題
は
。

町
長

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
迅
速
に
進
め
る

た
め
に
集
団
接
種
方
式
で
実
施
し
て

い
る
が
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
意
向
に

配
慮
し
、
個
別
接
種
、
か
か
り
つ
け

医
等
に
よ
る
環
境
を
整
え
て
い
く
こ

と
も
課
題
で
あ
る
。

議
員

　
医
師
や
看
護
師
等
の
確

保
に
お
け
る
問
題
点
と
、

個
別
接
種
実
施
の
見
通
し

は
。

住
民
福
祉
課
長

　

実
践
的
な
接
種
計
画
を

全
庁
的
に
協
議
し
な
が
ら
、
早
め
の

準
備
を
進
め
た
こ
と
と
、
そ
う
べ
つ

温
泉
病
院
の
全
面
的
な
協
力
も
あ
り
、

医
師
及
び
看
護
師
、
薬
剤
師
の
確
保

は
問
題
な
く
行
わ
れ
た
。

　

個
別
接
種
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

同
病
院
か
ら
協
力
の
意
向
が
示
さ
れ

て
お
り
、
協
議
中
だ
が
、
こ
れ
が
開

始
さ
れ
れ
ば
、
接
種
は
、
さ
ら
に
加

速
す
る
と
期
待
し
て
い
る
。

議
員

　
一
般
対
象
者
、
基
礎
疾
患
を
有
す

る
方
の
接
種
見
通
し
と
課
題
は
。

町
長

　

高
齢
者
接
種
の
第
２
日
程
で
は
、

１
６
０
人
程
度
の
空
き
が
生
じ
る
見

込
み
な
の
で
、
優
先
接
種
対
象
者
の

う
ち
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
接
種

を
終
了
さ
せ
る
予
定
。
基
礎
疾
患
を

有
す
る
方
や
一
般
対
象
者
に
は
、
６

月
半
ば
に
接
種
券
を
発
送
し
た
後
、

順
次
接
種
を
開
始
し
、
11
月
初
め
ま

で
に
２
回
目
の
接
種
を
終
了
さ
せ
る

予
定
で
あ
る
。

議
員

　
若
者
へ
の
接
種
の
働
き
か
け
と
副

反
応
等
の
情
報
発
信
は
。

住
民
福
祉
課
長

　

副
反
応
に
対
す
る
不
安
に
よ
り
、

接
種
を
た
め
ら
う
若
者
が
多
く
発
生

し
て
い
る
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
等
で
報

じ
ら
れ
て
お
り
、
町
広
報
誌
等
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
必
要
性
と
有
効
性
、

副
反
応
に
関
す
る
正
確
な
情
報
を
伝

え
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
む
よ
う
取

り
組
む
。

森　　太郎



６

風
の
広
場
「
薫
風
」
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
「
薫
風
」
は
町
民
の
皆
さ
ん
と
議
会
を
さ
わ
や
か
な
風
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

編
集
後
記

　

北
海
道
と
い
う
名
称
に
な
っ
た
の
は
明

治
２
年
８
月
に
、
幕
末
の
ア
イ
ヌ
研
究
の

先
駆
者
と
し
て
知
ら
れ
る
探
検
家
の
松
浦

武
四
郎
が
、
道
名
に
関
す
る
意
見
書
を
政

府
に
提
出
、
６
つ
の
候
補
（
北
加
伊
道
・

日
高
見
道
・
海
北
道
・
海
島
道
・
東
北

道
・
千
島
道
）
の
う
ち
、
「
北
加
伊
道
」

の
「
加
伊
」
を
「
海
」
と
変
更
し
、
「
北

海
道
」
と
命
名
し
た
と
さ
れ
、
ア
イ
ヌ
民

族
が
自
ら
の
国
を
「
加
伊
（
カ
イ
）
」
と

呼
ん
で
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
た
め
、
一

番
に
勧
め
た
道
名
だ
っ
た
と
い
う
。

　

ち
な
み
に
壮
瞥
町
の
町
名
の
由
来
も
ア

イ
ヌ
語
で
「
滝
の
川
」
を
意
味
す
る
「
ソ

ー
ペ
ツ
」
よ
り
転
化
し
「
壮
瞥
」
と
な
り
、

こ
の
滝
と
は
、
洞
爺
湖
か
ら
壮
瞥
川
が
流

れ
出
す
地
点
に
か
か
る
「
壮
瞥
滝
」
の
こ

と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
北
海
道
名
を
は
じ
め
大
半

の
地
名
等
は
ア
イ
ヌ
語
が
由
来
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
ア
イ
ヌ
文
化
を
知
ら
な
い

の
が
現
状
で
す
。

　

物
事
の
本
質
を
極
め
る
こ
と
が
難
し
い

今
だ
か
ら
こ
そ
、
事
の
始
ま
り
を
知
る
、

文
化
・
歴
史
を
学
び
、
伝
え
る
事
の
大
切

さ
を
実
感
し
ま
す
。

（
Ｔ
．
Ｋ
）

　

本
年
２
月

24
日
に
「
そ

う
べ
つ
ア
ウ

ト
ド
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」

が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
ス
ポ

ー
ツ
を
核
と
し
た
地
域
の
自
然
や
資
源

な
ど
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
を
目
的

と
し
た
官
民
連
携
に
よ
る
「
地
域
ス
ポ

ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
第
２
期
ス
ポ
ー

ツ
基
本
計
画
で
、
地
域
資
源
を
活
用
し

た
ス
ポ
ー
ツ
で
の
地
域
活
性
化
を
目
的

と
す
る
官
民
連
携
に
よ
る
「
地
域
ス
ポ

ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
設
置
」
を
掲
げ

て
お
り
、
壮
瞥
町
で
も
そ
の
制
度
を
活

用
し
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
生
か
し

た
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
や
新

た
な
産
業
の
創
出
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

　

「
そ
う
べ
つ
ア
ウ
ト
ド
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
設
立
す
る
た
め
に
、
昨
年
９

月
に
「
そ
う
べ
つ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
（
仮
称
）
設
立
準
備
委
員
会
」
を

立
ち
上
げ
、
数
多
く
の
話
し
合
い
や
道

内
視
察
、
４
回
の
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
会
、

２
回
の
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
準

備
を
進
め
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
〝
壮
瞥
町
〞
や
〝
ア
ウ

ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
〞
に
熱
い
思
い
を
持

っ
た
13
名
の
委
員
と
、
役
場
の
商
工
観

光
課
、
教
育
委
員
会
で
構
成
さ
れ
、
壮

瞥
町
の
魅
力
や
新
た
な
可
能
性
な
ど
を

何
度
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

道
内
視
察
で
は
、
室
蘭
の
ア
ウ
ト
ド

ア
イ
ベ
ン
ト
、
十
勝
方
面
に
は
キ
ャ
ン

プ
場
運
営
、
ニ
セ
コ
方
面
で
は
ア
ウ
ト

ド
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
視
察
を
行
い
、

多
く
の
方
と
お
会
い
し
、
色
々
な
事
例

と
体
験
例
を
見
て
、
大
変
参
考
と
な
る

視
察
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
会
は
、
オ
ロ
フ
レ

ス
キ
ー
場
で
秋
と
冬
に
１
回
ず
つ
と
、

オ
ロ
フ
レ
峠
登
山
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
体

験
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

特
に
秋
の
オ
ロ
フ
レ
ス
キ
ー
場
で
の

体
験
会
で
は
、
「
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
」
、

「
Ｅ
バ
イ
ク
」
、
「
火
起
こ
し
体
験
」
、

「
珈
琲
焙
煎
体
験
」
、「
薪
割
り
体
験
」

と
い
う
５
つ
の
体
験
活
動
を
用
意
し
た

と
こ
ろ
、
子
ど
も
も
大
人
も
大
い
に
楽

し
み
、
時
間
が
足
り
な
い
と
感
じ
ら
れ

る
ほ
ど
で
し
た
。

　

『
魅
力
あ
る
ま
ち
壮
瞥
町
を
ア
ウ
ト

ド
ア
の
聖
地
に
』
を
合
言
葉
に
、
ま
ず

町
民
の
皆
様
が
地
域
で
よ
り
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
そ
れ

を
新
た
な
産
業
創
出
の
可
能
性
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
組
織
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
で

話
し
合
い
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
少
し
ず

つ
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
各
種
活
動

や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

『
魅
力
あ
る
ま
ち
壮
瞥
町
を
ア
ウ
ト
ド
ア
の
聖
地
に
』

『
魅
力
あ
る
ま
ち
壮
瞥
町
を
ア
ウ
ト
ド
ア
の
聖
地
に
』

そ
う
べ
つ
ア
ウ
ト
ド
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
副
会
長
　
森
下
　
裕
至

そ
う
べ
つ
ア
ウ
ト
ド
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　
副
会
長
　
森
下
　
裕
至


